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平

成

25

年

の

新

春

を

迎

え

、

謹

ん

で�

年

頭

の

ご

あ

い

さ

つ

を

申

し

上

げ

ま

す

。�

　

組

合

員

の

皆

様

に

は

、

お

健

や

か

に�

清

々

し

い

新

年

を

お

迎

え

の

事

と

心

よ�

り

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す

。

ま

た

、

平�

素

は

組

合

の

業

務

運

営

全

般

に

わ

た

り�

組

合

員

は

じ

め

、

関

係

機

関

の

皆

様

か�

ら

格

別

の

ご

厚

情

を

賜

り

厚

く

お

礼

申�

し

上

げ

ま

す

。�

　

昨

年

は

、

東

日

本

大

震

災

後

の

復

興�

に

期

待

し

ま

し

た

が

、

未

だ

多

く

の

被�

災

者

が

憂

い

を

抱

え

な

が

ら

避

難

所

生�

活

を

強

い

ら

れ

て

い

る

現

状

を

、

手

を�

拱

い

て

見

て

い

る

こ

と

に

忸

怩

た

る

思�

い

で

お

り

ま

す

。

一

日

も

早

い

復

興

を�

願

っ

て

止

み

ま

せ

ん

。�

　

さ

て

、

平

成

24

年

は

長

引

く

デ

フ

レ�

を

解

消

で

き

ず

、

景

気

の

回

復

は

足

踏�

み

状

態

で

、

目

安

と

な

る

住

宅

着

工

数�

も

毎

月

増

減

を

繰

り

返

し

て

い

る

よ

う�

な

状

況

に

あ

り

ま

し

た

。�

　

国

で

は

被

災

地

支

援

を

目

途

に

エ

コ�

住

宅

の

新

築

や

改

築

を

広

く

募

集

し

ま�

し

た

が

、

充

分

な

成

果

が

見

え

な

い

ま�

ま

「

住

宅

エ

コ

ポ

イ

ン

ト

制

度

」

も

終�

え

よ

う

と

し

て

お

り

ま

す

。

し

か

し

、�

年

末

に

か

け

て

住

宅

着

工

数

が

幾

ら

か�

増

加

に

転

じ

た

こ

と

は

、

本

年

の

景

気�

持

ち

直

し

に

繋

が

る

も

の

と

大

い

に

期�

待

し

て

お

り

ま

す

。�

�

　

こ

の

よ

う

な

中

、

今

年

度

か

ら

始

ま�

り

ま

し

た

「

森

林

経

営

計

画

」

の

樹

立�

と

施

業

の

実

施

で

は

、

組

合

員

の

ご

理�

解

と

ご

協

力

を

得

な

が

ら

進

め

て

ま

い�

り

ま

し

た

が

、

管

内

全

体

の

計

画

樹

立�

と

は

至

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

今

ま

で

蓄�

積

し

て

き

た

ノ

ウ

ハ

ウ

を

活

か

し

、

緊�
急

を

要

す

る

施

行

地

を

優

先

し

な

が

ら

、�

早

急

に

全

域

を

カ

バ

ー

し

て

ま

い

り

ま�

す

。�

　

こ

の

事

業

の

着

実

な

遂

行

に

向

け

、�

職

員

一

人

一

人

が

熱

意

と

誠

意

を

も

っ�

て

組

合

員

と

接

し

、

各

種

資

格

の

取

得�

を

し

な

が

ら

、

森

林

・

林

産

業

の

ス

ペ�

シ

ャ

リ

ス

ト

と

し

て

活

動

で

き

る

よ

う�

人

材

育

成

に

努

め

て

ま

い

り

ま

す

。�

　

一

方

、

系

統

で

は

「

森

林

組

合

活

動�

21

世

紀

ビ

ジ

ョ

ン

・

３

rd

ス

テ

ー

ジ

」�

「

国

産

材

の

利

用

拡

大

と

森

林

・

林

業�

再

生

運

動

」

を

展

開

し

て

お

り

、

昨

年�

度

は

素

材

取

扱

量

が

過

去

最

高

を

記

録�

し

て

、

幸

先

の

良

い

ス

タ

ー

ト

を

切

り�

ま

し

た

。

２

年

目

と

な

る

今

年

度

は

取�

扱

量

こ

そ

前

年

度

並

み

の

推

移

で

す

が

、�

丸

太

価

格

が

約

20

％

の

下

落

と

森

林

所�

有

者

を

は

じ

め

と

す

る

生

産

者

側

に

と�

っ

て

は

誠

に

残

念

な

結

果

と

な

っ

て

お�

り

ま

す

。

３

年

目

と

な

る

平

成

25

年

度�

は

、

提

案

型

集

約

化

事

業

を

更

に

推

進�

し

、

高

性

能

林

業

機

械

の

利

活

用

を

図�

り

な

が

ら

、

低

コ

ス

ト

で

生

産

性

の

高�

い

事

業

を

行

う

こ

と

で

組

合

員

の

皆

様�

に

よ

り

多

く

の

利

益

還

元

が

で

き

る

よ�

う

最

大

限

の

努

力

を

し

て

ま

い

り

ま

す

。�

　

ま

た

、

森

林

組

合

系

統

で

特

筆

す

べ�

き

事

と

し

て

、

佐

藤

重

芳

県

森

連

会

長�

が

昨

年

６

月

、

秋

田

県

か

ら

初

め

て

全�

国

森

林

組

合

連

合

会

の

会

長

に

選

任

さ�

れ

ま

し

た

。�

　

佐

藤

会

長

は

、

日

頃

か

ら

「

森

林

所�

有

者

へ

の

利

益

還

元

と

木

材

の

安

定

供�

給

を

心

配

し

て

お

り

、

そ

れ

に

は

木

材�

価

格

の

引

き

上

げ

が

最

も

重

要

」

と

持�

論

を

唱

え

て

い

ま

す

。

佐

藤

会

長

の

リ�

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

の

も

と

、

林

業

県

秋

田�

を

全

国

に

発

信

し

、

業

界

全

体

が

飛

躍�

の

年

と

な

る

よ

う

、

系

統

が

一

致

団

結�

し

て

支

援

し

て

ま

い

り

ま

す

。�

　

最

後

に

な

り

ま

す

が

、

役

職

員

一

体�
と

な

り

組

合

員

皆

様

や

関

係

機

関

の

ご�
理

解

を

頂

き

な

が

ら

、

経

営

基

盤

の

強�

化

と

改

善

に

努

め

、

管

内

林

業

の

振

興�

と

発

展

に

邁

進

す

る

覚

悟

で

ご

ざ

い

ま�

す

の

で

、

本

年

も

一

層

の

ご

支

援

、

ご�

協

力

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

と

と

も�

に

、

皆

様

の

ご

多

幸

を

お

祈

り

申

し

上�

げ

、

新

年

の

ご

あ

い

さ

つ

と

い

た

し

ま�

す

。�

��
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さ
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�
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事務所移転のお知らせ�事務所移転のお知らせ�事務所移転のお知らせ�

鳥海支所、仁賀保支所の事務所が移転となりました。�

●移 転 先／〒015-0592�

　　　　　　由利本荘市鳥海町伏見字赤渋28-1�

　　　　　　鳥海総合支所庁舎２階�

●電話番号／0184-57-2115�

●FAX番号／0184-57-2118�

　（※電話番号、FAX番号に変更はありません）�

※市庁舎の管理上、土曜日は組合員が庁舎内へ出入りで�

　きません。電話等での連絡は可能です。�

　近年の乾燥材製品需要に対応するため、今年度建設していた木材人工乾燥機が、西目製材工場「木�

香里」敷地内に完成しました。当施設で乾燥された製品（柱角等）は含水率と強度を測定し、当森�

林組合のロゴマークや品番を印字して出荷されます。住宅等の新築や増改築の際は是非ご利用くだ�

さるようお願いします。�

　◆「木香里」電話番号  0184-32-1080・FAX  0184-32-1081

鳥海支所�

●移 転 先／〒018-0311�

　　　　　　にかほ市金浦字十二林184番地１�

●電話番号／0184-38-4546�

●FAX番号／0184-38-4547�

※旧国道７号線沿いＪＡ金浦支店前の小路を入った場所�

　です。�

仁賀保支所�

木材乾燥施設が完成�

秋田銀行� 焼鳥 金富�

旧国道7号�←本荘� 象潟→�

小池菓子舗�

Aコープ金浦�

仁賀保支所�

金浦駅�

羽後信用金庫�

鳥海支店�

湯沢→�

ガソリン�

スタンド�

JA支店�

J

A

ス

タ

ン

ド

�

子
吉
川
�

国道108号�

鳥海支所�

公民館�

郵便局�

←
矢
島
�

木材人工乾燥機� ロゴマークや品番等の印字�



本荘由利森林組合だより� 4

１　林内道路の現況�

・由利管内の民有林内の公道や林道などの林内道路密度は19.8ｍ／haで、全県の８管内別で第２位とな�

　っているほか、民有林内の作業道だけの密度も、同じく全県で第２位となっており、当管内の林内路�

　網密度の現況は、県内では高い地域となっている。�

�

２　地区別の作業道の現況�

・林内路網のうち、林業の生産性に直接影響をおよぼす作業道の現況は、表－１のとおりである。�

・このうち東由利地区においては、昭和59年度から平成19年度までの24年間、旧東由利町単独事業であ�

　る「森林強化育成事業」を実施し、伐開と敷砂利に助成しており、伐開（新規開設分）153,736ｍ、敷�

　砂利42,439ｍ、総事業費、約152,000千円の実績となっている。この結果、東由利地区の林内作業道の�

　密度は30.2ｍ／haで管内随一となっている。�

�

３　まとめ�

・従来の作業道は、開設コストが高く延長が伸びにくかったため、林内路網密度の向上や効率的な搬出�

　の推進といった面では課題があった。�

　しかしながら、平成19年度から造林補助事業において、簡易作業路が制度化されてからは、低コスト�

　な搬出用作業路の開設に対する支援であることなどから、当森林組合では、平成23年度まで延べ30万�

　ｍ以上の開設を実施しており、近年は、急速に林内作業道の整備が進んでいる。�

・平成16年度の各地区の開設延長を100とした場合の、平成23年度の指数は,矢島地区の254を最高に、東�

　由利地区の181（町単分は除く）、大内、本荘、由利地区などでも140～160となっているほか、仁賀保、�

　象潟地区でも近年の伸びは大きくなっており、管内全体では、157となっている。�

・これは成熟しつつあるスギ人工林の利活用へとシフトする造林補助制度に、当森林組合が積極的に取�

　り組んでいる結果であり、間伐など、着実な森林整備が進められている証でもある。また、当管内で�

　は、現在も、由利本荘市、にかほ市ともに、市単独事業で、造林補助事業へのかさ上げ支援が実施さ�

　れており、地域林業の活性化に大きな効果を及ぼしている。�

・林内路網は、造林・保育・素材生産等の施業を効率的に行うための最も重要な生産基盤であるが、今�

　後の作業道の整備に当たっては、森林ＧＩＳ情報などを駆使し、森林経営計画や集約化計画等に基づ�

　き、より計画的な配備の推進を図るとともに、既設作業道の有効活用を図り、林地残材等を含めた丸�

　太の低コスト生産を推進する必要がある。�

由利管内の林内作業道の現況について�

�
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林

業

相

談

を

紹

介

し

ま

す�

■

作

業

道

を

つ

け

た

い

が

、

補�

助

金

は

あ

る

の

か

。�

　

補

助

の

た

め

に

は

経

営

計

画�

の

作

成

が

必

要

。

森

林

組

合

に�

経

営

委

託

す

れ

ば

計

画

の

作

成

・�

認

定

を

行

っ

て

い

く

。

詳

し

く�

は

本

所

ま

た

は

担

当

支

所

に

相�

談

し

て

ほ

し

い

。�

�

■

ス

ギ

の

木

が

枯

れ

て

い

る

。�

　

害

虫

に

よ

る

食

害

痕

や

ヤ

ニ�

漏

出

は

な

か

っ

た

。

隣

接

す

る�

川

が

氾

濫

し

た

と

い

う

の

で

、�

大

水

の

地

下

水

流

や

水

位

変

動�

に

よ

る

根

の

傷

害

等

が

考

え

ら�

れ

る

。�

　

ス

ギ

カ

ミ

キ

リ

が

発

生

し

や�

す

い

環

境

で

あ

る

。

予

防

の

た�

め

ス

ミ

チ

オ

ン

乳

剤

（

１

０

０�

〜

２

０

０

倍

液

）

を

幹

の

２

〜�

３

ｍ

に

散

布

し

、

根

回

り

を

整�

理

す

る

と

よ

い

。�

■

マ

ツ

の

葉

が

枯

れ

て

き

た

。�

　

一

部

の

葉

に

褐

色

枯

れ

や

斑�

点

の

付

着

が

あ

っ

た

。

樹

幹

や�
枝

に

は

枯

れ

や

腐

朽

は

な

い

。�

　

カ

ビ

が

原

因

の

葉

枯

病

の

よ�

う

で

あ

る

。

回

復

が

見

ら

れ

る�

ま

で

薬

剤

散

布

を

行

う

。

樹

勢�

が

弱

ま

る

と

発

生

し

や

す

い

病�

気

の

た

め

、

根

回

り

を

耕

運

し�

て

土

壌

改

良

剤

を

散

布

す

る

と�

よ

い

。�

�

■

庭

木

の

モ

ミ

ジ

、

カ

エ

デ

の�

幹

に

小

さ

な

穴

が

あ

り

、

木

屑�

が

た

く

さ

ん

落

ち

て

い

る

。�

　

キ

ク

イ

ム

シ

の

穿

孔

被

害

で�

あ

る

。

市

販

の

害

虫

駆

除

用

剤�

を

ノ

ズ

ル

で

穴

に

差

し

込

ん

で�

噴

霧

し

、

周

囲

に

は

ス

ミ

チ

オ�

ン

乳

剤

を

散

布

す

る

。�

　

被

害

が

大

き

い

場

合

は

、

枯�

れ

た

部

分

や

コ

ブ

を

削

除

し

て�

防

腐

剤

を

塗

る

。

樹

勢

回

復

の�

た

め

に

は

木

の

周

り

を

耕

運

し�

バ

ー

ク

堆

肥

な

ど

混

入

し

、

周�

囲

を

き

れ

い

に

す

る

と

よ

い

。�

　

夜

行

性

で

樹

幹

の

中

に

い

る�

虫

の

た

め

、

完

全

な

駆

除

は

難�

し

い

。

２

、

３

年

根

気

よ

く

駆�

除

に

努

め

る

こ

と

。�

�

■

広

葉

樹

の

剪

定

に

つ

い

て

教�

え

て

ほ

し

い

。�
　

樹

種

に

よ

り

剪

定

時

期

は

異�

な

る

が

、

成

長

期

前

（

早

春

）�

が

適

期

。�

　

枝

の

途

中

か

ら

強

い

剪

定

を�

す

る

と

、

枝

が

直

立

し

て

樹

形�

が

損

な

わ

れ

る

ほ

か

、

腐

れ

が�

入

り

や

す

く

な

る

。

全

体

を

透�

く

よ

う

に

剪

定

す

る

こ

と

が

基�

本

と

な

る

。 

剪

定

は

太

い

枝

を�

最

初

に

、

中

位

、

細

い

枝

の

順�

に

進

め

る

。�

　

残

枝

が

残

ら

な

い

よ

う

に

幹�

と

平

滑

に

切

り

、

太

い

切

り

口�

面

に

は

防

腐

剤

を

塗

布

す

る

。�

　

同

じ

位

置

か

ら

何

本

も

枝

が�

出

て

い

る

場

合

は

立

ち

枝

や

弱�

い

枝

を

切

る

。

新

枝

は

残

し

、�

前

年

以

前

の

も

の

か

ら

切

っ

て�

い

く

。�

�

■

サ

ク

ラ

の

テ

ン

グ

ス

病

に

罹�

っ

た

枝

は

い

つ

頃

の

切

除

が

よ�

い

か

。�

　

開

花

の

時

期

は

樹

液

の

流

動�

が

激

し

く

、

切

除

に

よ

り

樹

勢�

が

衰

え

て

く

る

。�

　

10

月

下

旬

か

ら

翌

年

３

月

上�

旬

頃

ま

で

に

実

施

す

る

と

よ

い

。�

　�

　

組

合

で

は

堀

江

専

任

指

導

員

、

三

浦

指

導

員

に

よ

る

林

業

相

談

を

行

っ

て

お

り

ま

す

。�

　

昨

年

度

の

相

談

か

ら

幾

つ

か

ご

紹

介

い

た

し

ま

す

。�

　三浦指導員による相談日は毎月一度本所で予定し�

ています。�

　電話での相談もできますのでご連絡ください。�

　今までに寄せられた林業相談についてはホームペ�

ージでご紹介しておりますので、是非ご覧ください。 

相談員：三浦　光喜�

平成24年度  林業相談日�

１月�

２月�

３月�

18日（金）�

15日（金）�

15日（金）�



本荘由利森林組合だより�

森

林

組

合

だ

よ

り

　

平

成

二

十

五

年

一

月

一

日

発

行

　

印

刷

・

3
由

利

印

刷�

6

（平成24年）�

単位：円、上段（石当り価格）�

　　　　　下段  C3
当り価格�

11　月　2　日�

本荘由利木材流通センター�

高　値� 安　値� 平均価格�

12　月　4　日�

本荘由利木材流通センター�樹　種�材　長�

　C

3.65

径　級�

　B

ス

　

　

ギ�

16～22

24～34

（2, 350）�

8, 461

（1, 967）�

7, 082

（2, 213）�

7, 967

（3, 204）�

11, 537

（3, 096）�

11, 149

（3, 361）�

12, 101

（3, 233）�

11, 641　�

（3, 078）�

11, 083　�

（3, 333）�

12, 000　�

高　値� 安　値� 平均価格�

（2, 323）�

8, 366　�

（2, 233）�

8, 059　�

（2, 302）�

8, 279　�

出材量・販売量・販売率� 735C3

（2,646石）・735C3

（2,646石）・100％�799C3

（2,876石）・799C3

（2,876石）・100％�

11月：比較的若齢木が多かったが完売した。県内では製品状況に関係なく原木高の製品安の様相。�

12月：16cm～22cmは横ばい、24cm～34cmはやや強含みで取引され、完売した。�

年末年始休業の�

おしらせ�

12月29日（土）～1月6日（日）�

※１月７日（月）より�

　通常営業します。�

長級3.65m（12尺）　径級16cm～22cm　直材�

木材価格の推移�

平成24年度�平成22年度� 平成23年度�

2,512�

2,460�

2,507�

2,616�

2,680�

2,671�

2,732�

2,988�

3,099�

3,104�

3,173�

3,138

4月�

5月�

6月�

7月�

8月�

9月�

10月�

11月�

12月�

1月�

2月�

3月�

H22年度�

3,230�

3,355�

3,263�

3,142�

3,090�

2,765�

2,793�

2,819�

2,878�

2,925�

2,897�

2,877

H23年度�

2,807�

2,530�

2,576�

2,473�

2,263�

2,157�

2,284�

2,213�

2,323

H24年度�

4月� 5月� 6月� 7月� 8月� 9月� 10月� 11月� 12月� 1月� 2月� 3月�

石：円�

月�

（本荘由利木材流通センター）�

2,000

2,500

3,000

3,500

編

集

後

記

�

　

表

紙

の

写

真

は

「

根

開

き

」�

と

い

い

、

春

の

陽

が

差

し

始

め�

る

頃

に

広

葉

樹

に

見

ら

れ

る

そ�

う

で

す

。

近

隣

で

は

鳥

海

山

や�

月

山

の

ブ

ナ

林

が

知

ら

れ

て

い�

ま

す

。�

　

さ

て

、

こ

の

編

集

後

記

は�

「

何

を

書

い

て

も

よ

い

」

と

の�

こ

と

で

、

毎

回

悩

み

な

が

ら

書�

い

て

い

ま

す

。�

　

担

当

の

間

は

続

け

て

い

き

た�

い

と

思

い

ま

す

の

で

、

よ

ろ

し�

く

お

願

い

し

ま

す

。

　

（

阿

）

　�

《 記事の訂正について 》�

広報91号（平成24年11月30日発行）4ページの優良作業員表彰の欄に、五十嵐仁さん（加工課）がご紹介されて�

おりませんでしたので訂正の上お詫び申し上げます。�


